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はじめに





1920年 代か らは じまっているが、急激 に変化 し
たのは1990年 ころか らで ある。そこで こうした
韓国住宅の変化について、ソウル を例にとって、
2004年 夏小規模 なが ら調査 を行 ったので以下報
告す る。
 ソウルの場合、住宅の変化 と都市の変化 とが連
動 しているので、最初 に都市ソウルの歴 史を簡単
に説明す る。
東の興仁門(東 大門)と 西の敦義門(西 大門)を
結んで幹線道路の鐘路が東西 を貫通 し、ここから
景福宮 と昌徳宮へ と北 に向かって参道がでている。
漢城の正門は敦義門のやや南に設け られた崇礼門






 14世 紀末 に李成桂 によって建設 された ソウル
(漢城)は 、風水思想 に基づいて位置 が選択 され、







郭 は東西 に横切 って清渓川(内 水)の 北 に宮殿
(景福宮 ・昌徳宮)、 宗廟、社稜、官庁が配 され、
図1 ソウル周辺の地勢と風水(吉 田光男 「漢城の都市空間
  近世ソウル論序説」)
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上平面図
下室内
図12 50年代の都市韓屋をリニューアルした越鼎九家
づらさを取り除いている。ただしこうした例は数
からいったらごく僅かである。く図 12>
以上、整理すると、大きく見れば戸建住宅から
集合住宅(アパート)へ、ということであり、戸
建て住宅の場合は 1930年代に都市韓屋が生まれ、
これは内庭型であったが、 1960年代に集中型に
なるが、 1970年代に入ると韓屋が消えて洋屋と
なり、多世代住宅、商住権合住宅が生まれ、 RC
が多くなる。 70年代から 90年代にかけて新市街
地が開発され、ニュウータウンが生まれ、アパー
トは高層化し、 200年代にはさらに新市街地が拡
大し、超高層アパート群のニュータウンが発展し
ている、ということである。
短期間の調査であり、またこちらの知識不足で
見落としたところや間違ったところも多いと思う
が、大きく見れば伝統的な住文化が失われ、洋風
化、近代化していっているということである。こ
の点は日本も共通しているが韓国の場合、その変
化はより過激のようである。それには韓国の場合、
先にも述べたように市場経済に任されている部分
が多いことが大きいようだが、その代わり、日本
のマンションより広いし、価格も安t) 0 ただこの
問題についてはそれ以外にも様々な要因があるが、
それについてはここで扱うべき問題ではないので、
実情報告だけにしておく。
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